
今
回
の
科
学
委
員
会
（
七
月
二

一
日
開
催
）
で
は
、
「
屋
久
島
に

お
け
る
山
岳
部
の
適
正
利
用
の
あ

り
方
」
が
議
事
の
テ
ー
マ
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
午
前
の
時
間
を

割
い
て
、
早
朝
の
縄
文
杉
登
山
ル

ー
ト
の
混
雑
状
況
に
つ
い
て
、
希

望
さ
れ
た
委
員
の
方
に
荒
川
登
山

口
か
ら
小
杉
谷
周
辺
ま
で
の
現
地

を
直
接
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
夏
休
み
最
初
の
土
曜
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｗ
等
の
混
雑
時

と
は
異
な
り
、
比
較
的
空
い
て
い

る
登
山
客
の
様
子
で
あ
っ
た
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
人
の
流
れ
で
あ

っ
た
の
は
予
想
外
で
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
会
場
を
文
化
村
セ
ン
タ

ー
に
移
し
、
科
学
委
員
会
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
は
じ
め
に
、
ヤ
ク
シ

カ
Ｗ
Ｇ
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
概

要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
委
員

か
ら
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
南
部
地

域
で
は
希
少
ラ
ン
の
最
大
の
群
生

地
が
、
最
近
の
シ
カ
食
害
に
よ
り

昔
の
面
影
は
な
く
な
り
、
残
り
わ

ず
か
な
個
体
数
と
な
り
絶
滅
の
危

機
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
生
息
密
度

が
少
な
く
影
響
は
少
な
い
と
考
え

て
い
た
が
、
早
急
な
個
体
数
調
整

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
国
有
林
で

の
捕
獲
の
内
、
特
に
宮
之
浦
川
の

国
有
林
で
の
捕
獲
は
、
多
数
が
捕

獲
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
減
っ
て

な
い
。
こ
の
地
域
で
の
減
少
傾
向

が
見
え
れ
ば
、
今
後
の
指
標
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ほ
か
、

シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
問

題
、
中
央
部
で
の
捕
獲
の
困
難
性

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
国

有
林
内
の
林
道
利
用
に
よ
る
捕
獲

が
可
能
と
な
れ
ば
相
当
の
効
果
が

上
が
る
と
の
意
見
に
対
し
、
入
林

者
が
い
ず
、
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
な
ど
安
全
確
保
が
図
れ
る
と
の

前
提
で
、
民
有
林
境
で
の
国
有
林

内
で
の
捕
獲
に
つ
い
て
現
在
調
整

･

検
討
中
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
国
有
林
内
で
の
捕
獲

が
、
林
野
庁
の
み
の
捕
獲
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
特
定
鳥
獣
保
護
管

理
計
画
目
標
の
実
現
の
た
め
に

も
、
今
後
は
関
係
機
関
の
予
算
措

置
を
含
む
連
携
し
た
取
組
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

続
い
て
、
関
係
行
政
機
関
が
実

施
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
概

要
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
本
日
の

科
学
委
員
会
の
本
題
「
山
岳
部
の

適
正
利
用
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
九
州
森
林
管
理
局
、

環
境
省
、
鹿
児
島
県
、
屋
久
島
町

か
ら
こ
れ
ま
で
の
山
岳
部
利
用
に

関
わ
っ
て
、
利
用
者
数
の
推
移
、

登
山
道
荒
廃
状
況
、
し
尿
処
理
実

態
、
保
全
募
金
の
収
支
状
況
、
山

岳
部
利
用
対
策
に
か
か
る
経
緯
の

説
明
、
県
か
ら
は
環
境
文
化
村
構

想
に
合
わ
せ
て
、
特
に
観
光
利
用

と
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
問
題
に
つ
い

て
、
生
態
的
収
容
力
と
利
用
体
験

的
収
容
力
の
観
点
か
ら
現
状
分
析

し
た
見
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
委
員
会
と
し
て
の
関
与
の

あ
り
方
は
、
①
現
状
認
識
②
現
状

放
置
し
た
場
合
の
将
来
像
を
描
く

③
複
数
の
対
策
を
立
て
仮
説
を
立

て
た
上
で
、
対
策
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
調
整
の

問
題
は
、
住
民
や
関
係
者
の
議
論

の
不
足
が
あ
る
と
さ
れ
、
オ
ー
バ

ー
ユ
ー
ス
に
関
し
て
生
態
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

･

経
済
的
観
点
か
ら
の
将
来
を
見

据
え
た
情
報
分
析
が
必
要
で
あ
る

と
し
、
そ
の
上
で
、
順
応
的
管
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
ａ
ｆ
ｆ(

あ
ふ)

」
は
、
消
費

者
、
農
林
水
産
業
関
係
者
と
農
林

水
産
省
を
結
ぶ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
広

報
誌
で
す
。
こ
の
度
、
八
月
号
の

特
集
と
し
て
林
野
庁
が
世
界
自
然

遺
産
を
守
る
取
組
に
つ
い
て
特
集

す
る
企
画
が
あ
り
、
四
つ
の
自
然

遺
産
地
域
の
紹
介
と
と
も
に
、
九

州
森
林
管
理
局
が
所
管
す
る
自
然

遺
産
地
域
屋
久
島
に
て
現
地
取
材

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
Ｇ

Ｓ
Ｓ
（
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
）
二
名
に
よ
る
淀
川
登
山
口

～
宮
之
浦
岳
コ
ー
ス
の
巡
視
活
動

に
同
行
し
、
遺
産
地
域
保
全
管
理

の
取
組
の
一
端
を
取
材
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

南
米
原
産
の
落
葉
低
木
～
小

高
木
。
カ
イ
コ
ウ
ズ
（
海
紅
豆
）

ま
た
は
ア
メ
リ
カ
デ
イ
ゴ
。
葉

は
三
出
複
葉
で
小
葉
は
卵
状
楕

円
形
。
総
状
花
序
は
上
向
き
か

下
向
き
で
、
旗
弁
は
丸
み
が
あ

っ
て
大
き
い
。
ク
ス
ノ
キ
と
共

に
鹿
児
島
県
の
木
に
指
定
。

花
期
六
～
九
月
。

屋久島西部の植生垂直分布調査
（平成２１年度調査）

**標高1000mプロットの植生
本プロットの局所地形は､山腹上部の緩い尾根から東側の凹部

にかけての平衡斜面で､平均斜面方位は南向き｡付近にはイスノキ
とアカガシの大径木が多いが､スギは見られない｡しかし斜面を
50～ 60m登るとスギ大径木の群落が出現し､その群落内にはヒノ
キやツガの大径木も混在している｡[高木層]イスノキが多く､イヌ
ガシ・アカガシが混生｡個体数は少ないがシキミ・クロバイ・サ
カキが出現｡[亜高木層]イヌガシ・シキミ・サクラツツジが多く､
ヒサカキ・ヤブツバキ・クロバイ・オニクロキ・マテバシイ・バ
リバリノキ等が混生｡[低木層]ハイノキが最多､イヌガシ・シキミ
・サクラツツジ・サザンカの個体数も比較的多い｡サカキ・クロ
バイ・ウラジロガシ・バリバリノキの幼木も生育｡[草本層］オニ
クロキ・センリョウ・アリドオシ・イヌガシが多い｡ヒサカキ・
コバノイシカグマ・ホソバコケシノブ・マメヅタ・ホコザキベニ
シダ・コウヤコケシノブは小プロットすべてに出現｡個体数は少
ないがヒメハシゴシダ・ヒメツルアリドオシ・シシランも出現｡
[群集および特徴的な出現樹種]イスノキ－ハイノキ群集と認めら
れる｡標徴種はヤマグルマ・オニクロキ｡[前回(平成16年度)との比
較]亜高木層の優占種がヒサカキからイヌガシに変化｡高木層優占
種のイスノキと低木層優占種のハイノキの成長が旺盛で､いずれ
も植被率が増加｡詳細にみると､前回亜高木層の優占種だったヒサ
カキが高木層のイスノキの被圧を受け衰退しつつある｡また､前回
亜高木層だったイスノキ・イヌガシ・クロバイなどの一部が高木
層に成長し､前回低木層だったアカガシが１本､亜高木層へと移
行｡前回草本層だったイヌガシ・シキミ・サクラツツジなどの一
部が､高木層のイスノキの成長に伴う被圧により枯死｡
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誌

「
ａ
ｆ
ｆ
」
取
材
で
来
島倒木処理の様子を取材



お

出

か

け

講

座

七
月
十
一
日
に
小
瀬
田
小
学
校
の

五
・
六
年
生
十
六
名
を
対
象
に
水
産

業
と
森
林
の
関
係
や
自
然
災
害
か
ら

家
屋
や
田
畑
等
を
守
る
治
山
事
業
に

つ
い
て
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
教
室
で
は
、「
森
林
の
役
割
」

や
「
水
産
業
と
森
林
の
関
係
」
に
つ

い
て
、
前
年
度
に
小
瀬
田
小
学
校
の

児
童
が
植
樹
祭
で
植
え
た
木
々
の
役

割
を
ま
じ
え
て
講
話
す
る
と
、
子
供

達
も
、
と
て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
治
山
工
事
施
工
箇
所
に
い

き
、
治
山
事
業
の
目
的
で
あ
る
山
崩

れ
等
か
ら
森
林
復
旧
に
至
る
ま
で
の

処
置
の
仕
方
、
雨
量
の
違
い
に
よ
る

雨
の
降
り
方
の
実
験
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
現
物
を
使

い
な
が
ら
の
講
義
を
行
い
、
日
本
一

雨
が
多
い
屋
久
島
で
の
治
山
工
事
の

必
要
性
を
、
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
屋
久
島
の
自
然
や

環
境
に
興
味
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
な
が
ら
、
今
回
の
森
林
教
室
を
終

え
ま
し
た
。

白

谷

雲

水

峡

で

清

掃

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

自
然
休
養
林
（
白
谷
雲
水
峡
）
で

七
月
十
四
日
、
二
六
日
に
歩
道
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

一
四
日
は
㈱
伊
藤
園
十
一
名
と
公

益
財
団
法
人
屋
久
島
環
境
文
化
財
団

四
名
が
参
加
。
ま
た
、
二
六
日
は
屋

久
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
八
名
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
ベ

ル
コ
ネ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
三
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

両
日
の
清
掃
は
、
弥
生
杉
コ
ー
ス

の
木
道
と
手
摺
り
の
苔
落
と
し
に
、

暑
い
な
か
、
ブ
ラ
シ
と
タ
ワ
シ
で
磨

く
作
業
を
額
に
汗
し
な
が
ら
熱
心
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
木
道
本
来
の

木
目
が
よ
み
が
え
り
、
安
全
・
快
適

に
散
策
で
き
る
成
果
に
満
足
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

「
ヤ
ク
シ
カ
好
き
嫌
い
植
物
図
鑑
」

Ｗ

Ｅ

Ｂ

版

を

作

成

洋
上
ア
ル
プ
ス
二
〇
五
号
（
四
月
五

日
号
）
で
お
知
ら
せ
し
た
「
ヤ
ク
シ

カ
好
き
嫌
い
植
物
図
鑑
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
と
し
て
、
掲
載
し
ま
し
た
（
左
記

ア
ド
レ
ス
参
照
）
。
本
体
は
、
解
説

編
と
図
鑑
編
で
二
七
〇
ペ
ー
ジ
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
全
て
を
載
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
エ
キ
ス
部

分
と
し
て
ヤ
ク
シ
カ
が
「
食
べ
る
植

物
と
食
べ
な
い
植
物
」
の
リ
ス
ト
、

「
好
き
な
植
物
と
嫌
い
な
植
物
」
の

リ
ス
ト
。
さ
ら
に
、
ヤ
ク
シ
カ
が
、

屋
久
島
の
生
態
系
や
環
境
に
及
ぼ
し

て
い
る
影
響
等
に
つ
い
て
解
説
し
た

ほ
か
、
植
物
の
シ
カ
食
害
防
衛
策
に

つ
い
て
文
献
の
引
用
を
交
え
て
、
屋

久
島
の
シ
カ
と
植
物
に
お
け
る
事
例

に
当
て
は
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
食
性
に
は
柔
軟
性
が
あ
り
、

固
定
的
に
捉
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
あ

る
程
度
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ヤ
ク
シ
カ
の
生
態
や
植
生
に
与
え
る

影
響
の
一
端
を
知
る
こ
と
を
通
し

て
、
屋
久
島
の
生
態
系
や
自
然
に
つ

い
て
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

『洋上アルプス№２０９号裏面』屋久島森林環境保全センター

《
大
海
原
の
狩
人
「
カ
ツ
オ
ド
リ
」》

海
に
囲
ま
れ
た
屋
久
島
で
す
が
、

カ
モ
メ
や
ウ
ミ
ガ
モ
類
の
主
た
る
分

布
域
か
ら
は
外
れ
て
い
る
た
め
、「
海

鳥
」
と
し
て
は
カ
ツ
オ
ド
リ
や
オ
オ

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
が
馴
染
み
の
あ
る
鳥

達
で
す
。

カ
ツ
オ
ド
リ
は
赤
道
周
辺
の
暖
か

い
海
域
に
留
鳥
と
し
て
分
布
し
、
日

本
で
は
九
州
南
部
～
南
西
諸
島
に
か

け
て
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

本
来
外
洋
性
の
鳥
で
す
が
、
海
岸

線
へ
も
飛
ん
で
く
る
こ
と
が
あ
り
、

釣
り
を
し
て
い
る
時
な
ど
し
ば
し
ば

見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
沖
合
に
出
る
と
、
カ
ツ
オ
ド

リ
が
船
と
併
走
し
て
飛
ん
で
く
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
時

は
、
近
く
で
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
船
に
驚
い
て
水

面
か
ら
飛
び
出
し
た
ト
ビ
ウ
オ
を
狙

っ
て
、
カ
ツ
オ
ド
リ
が
急
降
下
す
る

姿
を
目
撃
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

写真：口永良部島行きのフェリーにて。
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治山工事施工箇所にて。

「屋久島レクリエーションの森」作文募集

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会では、

本年３月１６日霧島屋久国立公園から分離し、「屋久

島国立公園」が誕生したことを記念して、自然休養

林（白谷雲水峡・ヤクスギランド）、風景林（大川の

滝・千尋の滝・田代ヶ浜）に親しみ、郷土の自然、

森林の大切さを認識してもらうとともに、レクリエ

ーションの森の普及啓発を行うため、屋久島町内の

小中学生を対象に作文を募集します。

?対象：屋久島町内の小中学生
小学１・２年生…210字詰原稿用紙２～３枚

小学３～６年生…400字詰原稿用紙２～３枚

中学生……………400字詰原稿用紙３～４枚

?募集期間：９月３日～１０月１日
?提出場所：各学校

なお、応募作品は町内施設で展示するとともに、

優秀な作品には賞を授与します。

※問い合わせ先

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会事務局

℡(0997)４２－３５０８

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/
yakusima/yakusikasukikiraisyokubutu.html

E トビウオ

↑㈱伊藤園と屋久島環境文化
財団のみなさん

↓屋久島ライオンズクラブと
オーストラリアのベルコネン
ライオンズクラブのみなさん


